
高学年分科会（対象：６年１組２３名） 

１ 分科会提案 

（１）目指すよい学習像 

 高学年分科会第６学年で考えるよい学習とは、児童一人一人が自分事として学習と向き合い、「もっと

知りたい」「やってみたい」と思える学習である。そのためには、学ぶべきことが明確になっており、「で

きた」「分かった」などの手応えを自分で感じられることが必要である。 

また、「価値ある対話を生かしたよい授業」とは、自分の考えを深めていく中で、自らの課題を見付け、

その解決に向けた学習の中で現れると考えた。「自分の考え」とは、自ら学習に関心をもち、自己の課題

の解決に向けて理由や根拠を基に考えたものとした。「深める」とは、友達と議論し互いの考えを認め合

ったり、自らの考えを確立していったりすることであると考えた。 

「読むこと」の指導を通して、児童同士が想像する物語世界を理由や根拠を基に伝え合い、思いや考え

に共通点や相違点があることを実感させることで、自分の考えを深め、すすんで伝え合う児童が育成でき

ると考えた。 

 

（２） 「よい学習」を実現するための手だて 

①自分の思いや考えをすすんで他者と伝え合うための学習活動の工夫 

・学習カードの工夫 

「なぞカード」 

物語を読んで疑問に感じたことと、その解釈についてまとめる学習カードである。それを基に他

者と考えを伝え合うツールとした。グループでまとめを行う際には、一つの解釈に考えをまとめる

のではなく、グループの中で出た様々な解釈を「なぞカード」に表し、様々な考えが出たことを視

聴グループ伝える。また、「なぞカード」では、自分の考えを他者に伝えやすいように、物語の文

中から理由や根拠となる表現を書き出したり、想像した物語世界の様子を絵や図で表現したりでき

るようにした。さらに、他者と考えを伝え合ったときにどのような話し合いが行われていたかを振

り返り、自分の考えを深めることができるように、自由にメモを残すことのできる欄を付けた。 

・学習形態の工夫 

 物語の中から疑問を見いだし、「答えがすぐ見つかるもの」か「友達の考えを聞いてもっと知り

たいこと」なのか疑問を精査し、自ら学習課題を設定することで、主体的に学習課題に向き合い

その解決に取り組むことができると考えた。また、友達と共に学習課題を解決することで多様な

考えに触れ、自分の考えに説得力をもたせたり新たな発見に気付いたりすることができる。そし

て、伝え合ったことを基に自分の考えを再構築することによって学びを深められるようにした。 

②自分の考えを深める学習過程の工夫 

表現の工夫や情景描写から物語世界を具体的に想像し感じたことを友達と伝え合うことで、人に

よって解釈の仕方が違うことを理解したり、感じたことを言葉にすることで心を豊かにしたりする

ことなどをねらいとしている。 

本単元では、学習指導要領の各学年の目標を基に学習過程を３つに分けて考えた。「やまなし」

の表現の工夫から「言葉がもつよさを感じ、読書を楽しむ」時間、作者の他作品に触れ「幅広く読

書をすることで、言葉のもつよさに気付く」時間、自分の思いや考えを伝え合おうとすることで「言

葉のもつよさを認識する」時間とした。これらを通して、進んで読書をする児童の育成を目指す。



各時間のねらいを達成するために学習カードを作成し、友達の考えに触れたり自分の考えを理由や

根拠を基に明確にもてたりするようにした。 

 

２ 単元名 「賢治のふしぎ発見！～作品の世界をのぞいてみよう～」 

教材名 「やまなし」（光村図書 国語６年上） 

 

３ 教材観 

「やまなし」は作者独特の表現が多く、児童にとって、一読しただけでは作品世界を捉えることが難し 

い作品である。物語中の疑問点や不明点を挙げ、その解決のために根拠となる叙述を探す過程で、作者の

表現の工夫に気付き味わうことができる作品である。また、友達と考えを交流することで、一人で「やま

なし」を読んでも分からないことが少しずつ見えてきたり、自分の根拠としていたことがより確かなもの

に変わったりする。自分と他者の感じ方の違いを知ったり、自分がどのような見方・考え方を働かせたの

かを意識したりするなど、自己の学びをしっかりと見つめる場としていきたい。さらに、このような学習

経験を「やまなし」以外の他の作品を読む際にも生かし、読書が好きになるきっかけとしたい。 

 単元の後半では、さらに作者の独特の表現を味わえるように、宮沢賢治の他の作品を読む学習活動を取 

り入れた。そこで、「注文の多い料理店」「オツベルと象」「どんぐりと山猫」から児童が選ぶようにした。 

理由として、物語の長さが「やまなし」と同程度のもの、作品世界を捉えやすいものという観点からこ 

の３冊を選んだ。また宮沢賢治の作品集を廊下に用意した。作者の生い立ちや作品に込められた思いに目 

を向けることにより、児童が宮沢賢治に興味をもち本単元の学習に意欲的に取り組む姿をねらっている。 

 

４ 単元の目標・評価規準 

 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

目
標 

・比喩や反復な

どの表現の工

夫に気付くこ

とができる 

(1)ク 

・人物像や物語の全体像を具体的に想像した

り、表現の効果を考えたりすることができ

る。Ｃ(1)エ 

・文章を読んで理解したことに基づいて、自

分の考えをまとめることができる。Ｃ(1)オ 

・文章を読んでまとめた意見や感想を共有

し、自分の考えを広げることができる。 

Ｃ(1)カ 

・言葉がもつよさを認識すると

ともに、進んで読書をし、国語

の大切さを自覚して思いや考

えを伝え合おうとする。 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

・比喩や反復な

どの工夫に気

付いている。

(1)ク 

・「読むこと」において、宮沢賢治の作品の全

体像を具体的に想像したり、表現の効果を考

えたりしている。Ｃ(1)エ 

・「読むこと」において、文章を読んで理解し

たことに基づいて、なぞカードに自分の考え

をまとめたり、意見や感想を共有して、友達

の考えや自分の考えを広げたりしている。 

C(1)カ 

・言葉がもつよさを認識しよう

としている。 

・思いや考えを伝え合おうとし

ている。 

 

  



５ 児童の実態 

 本学級の児童は物語を読むことを好意的に捉えている。４月には、「帰り道」の学習では、物語の世

界を具体的に想像することに楽しさや面白さを感じていた。また、友達と関わりながら学習すること

で、新しい発見があったり気付いていないことを教えてもらったりと、期待感をもって学習に取り組も

うとしている。一方で、自分の考えを表現したり友達に自分の考えを認めてもらったりすることに難し

さを感じている児童もいる。 

本単元では、児童同士が物語の楽しさや面白さを表現し伝え合いが活発になるような学習過程にする

ことで、これらの児童の意識を変え、共に学習することにより自分の学びを深めることができるような

学級にしていきたい。 

 

６ 指導計画 

次 時 主な学習活動 ・指導上の留意点 ◆評価規準 ☆評価方法 

一

次 

１ ①「やまなし」を読んで、分からな

かったところや気になったとこ

ろを挙げ学習の見通しをもつ。 

②作品を読んで作者の独特な表現

や言葉、思い浮かべた情景につい

て、気になったことを挙げる。 

③挙げた疑問点について、自分なり

に答えを考える。 

 

・疑問に対する自分の考えは予想でもよいことと

する。 

・考えても分からなかったことは、友達と共有して

解決していくことを伝える。 

・疑問と自分の考えをクラスで共有し、様々な考え

があることに気付かせる。 

◆物語世界の全体像を具体的に想像するととも

に、表現の効果について考えている。 

【思】☆記述・発言 

２ ④疑問点について考えた自分の考

えをグループに発表し、友達と考

えを伝え合う。 

⑤友達の解釈を聞き、根拠として納

得できるものを考える。 

⑥自分の考えや友達から教えても

らったことを理由や根拠にして、

疑問に対する自分の考えをまと

める。 

⑦自分の考えを発表する。 

・疑問点に対して、登場人物やものの動き、その関

係性や情景等、様々な理由や根拠があることに

気付かせる。 

・友達との共通点や相違点に目を向け、考えを広げ

られるようにする。 

・自分の考えを発表し、伝え合うことで、考えが深

まることのよさに気付かせる。 

・伝え合いで考えがより妥当性のあるものになっ

た理由や、友達の意見によって自分の考えが変

わった理由を合わせて発表させる。 

◆語のリズムや表現のもつ美しさ、比喩などの表

現上の特色に気付いている。【知】☆記述・発言 

◆学習の見通しをもって自分の考えを書いたり、

友達に思いや考えを伝えようとしたりしてい

る。【態】☆記述・発言 

３ ⑧二次元コードから見られる、宮沢

賢治の資料動画を見る。 

⑨資料「イーハトーヴの夢」を読み、

宮沢賢治の言動や出来事を整理

することで、作者の生き方や考え

・宮沢賢治の考え方が分かる叙述に線を引きなが

ら読むように促す。 

・交流を通して、自分が着目していなかった出来事

や言動に気付かせ、より深く宮沢賢治の生き方

や考え方について考えさせる。 



方をとらえる。 

⑩資料「イーハトーヴの夢」を読ん

で、作者について知る。 

⑪学習カードに言動や出来事を記

入する。 

 

◆文章中の叙述に基づいて、自分の考えをまとめ

ている。【思】☆記述・発言 

◆友達の書いた文章を読んだり、話し合ったりし

て、自分の考えを広げている。 

【思】☆記述・発言 

４ ⑫『「やまなし」は何を表しているの

か』という疑問についてグループ

で伝え合い、自分の考えをもつ。 

⑬自分の考えを学習カードに表し、

友達と伝え合い、考えを比較す

る。 

⑭教師が作成した「なぞカード」の

発表を受けて、考えたことをグル

ープで話し合う。 

・自分の考えと教師の考え、友達の考えを比較させ

る。 

・話し合いを通して、自分なりに疑問に対する解釈

をまとめさせる。 

◆文章中の叙述に基づいて、自分の考えをまとめ

ている。【思】☆記述・発言 

◆表現や構成等に着目して作品世界を捉えること

に粘り強く取り組もうとしている。 

【態】☆記述・発言 

二

次 

５ ⑮宮沢賢治の他の作品を読んで、疑

問点を見いだし、学習の見通しを

もつ。 

⑯「やまなし」以外の作品を読む。 

⑰選んだ本から疑問点を挙げる。 

⑱グループで解決する疑問点を学

習課題に設定し、自分の考えをも

つ。 

・他の作品から、興味のある本を選ばせる。 

※事前に作品を読んでおくようにする。 

・「分かりにくいところ」や「友達に伝えたい面白

いところ」を視点に考えさせる。 

・これまでの学習を生かし、理由や根拠をもって自

分の考えをもつようにさせる。 

◆語のリズムや表現のもつ美しさ、比喩などの表

現上の工夫に気付いている。【知】☆記述・発言 

◆表現や構成等に着目して作品世界を捉えること

に粘り強く取り組もうとしている。 

【態】☆記述・発言 

６ ⑲学習課題の解決に向けて、グルー

プで伝え合い、妥当性のある考え

を導き出す。 

⑳解決したい疑問についてグルー

プで自分の考えを伝え合う。 

・物語中の表現の工夫で気付いたことや自分が感

じたことを理由や根拠にさせる。 

・グループで１つの解釈にならない場合は、複数の

解釈をグループの考えとしてよいことを伝え

る。 

◆語のリズムや表現のもつ美しさ、比喩などの表

現上の特色に気付いている。【知】☆記述・発言 

◆物語世界の全体像を具体的に想像するととも

に、表現の効果について考えている。 

【思】☆記述・発言 

７ ㉑学習課題を解決したことを発表

するために、理由と根拠を明確に

してイメージ図やなぞカードに

まとめる。 

㉒他グループとの交流に向けて、発

・学習課題とした場面や、「なぜ疑問に思ったの

か」、解釈の理由を明確にして、載せるようにす

る。 

・解釈が他グループに伝わるように理由と根拠を

もって「なぞカード」を作成させる。 



表の準備をする。 ・課題提示、理由と根拠が伝わりやすいように言葉

を考えさせる。 

◆文章中の叙述に基づいて、自分の考えをまとめ

ている。【思】☆記述・発言 

三

次 

８
（
本
時
）
・
９
・
１
０ 

㉓グループで見いだした学習課題

と、その解決のための理由と根拠

を他のグループに発表する。 

㉔発表を受けた班は、その解釈につ

いて考えたことを伝え合う。 

・視聴グループには事前に発表グループの作品と

疑問点を伝え、モジュールで作品を読ませておく。 

【作品】 

８時「オツベルと象」 

９時「どんぐりと山猫」 

１０時「注文の多い料理店」 

・発表班のメンバーは、視聴班の話し合いに参加

し、自分の考えの補足を行うようにさせる。 

・視聴班は発表班の考えが「その解釈に納得できる

か」「他の考え方はないか」という視点で検討さ

せる。 

・他のグループで伝え合いを行わせる。 

◆なぞカードを活用して、友達に思いや考えを伝

えようとしている。【態】☆発言・観察 

◆友達と意見や感想を共有したことから、自分の

考えを広げている。【思】☆記述 

 

 

 

 

 

 

  



７ 本時の学習（８／１０時間目） 

（１）目標 

互いの意見や感想の違いを明らかにしたり、互いの意見や感想のよさを認め合ったりしようとする。 

 学習の見通しをもって自分の考えを、友達に思いや考えを伝えようとする。 

（２）展開 

 〇学習活動 ・指導上の留意点 ◆評価規準 ☆評価方法 

導
入
（
５
分
） 

〇学習の流れを確認する。 

 

・本時の学習のめあてや、流れを確認する。 

・本時で扱う作品のあらすじを確認する。 

 

展
開
（
３
５
分
） 

〇宮沢賢治の他の作品の「オツベルと象」を読

んで見出した学習課題とその解釈について、

なぞカードを使って、各グループで発表する。 

 

 

 

〇発表を聞いたグループで、「その解釈に納得で

きるか」「他の考え方はないか」を視点に考え

たことを伝え合う。 

・発表をした人はグループに残り、発表で伝わ

らなかったことを補足する。 

・発表グループが移動し、伝え合いを行う。 

《話し合いの形態》 

  

 

 

 

 

・「自分ならどう考えるか」を考えながら聞く

ように指導する。 

・言葉だけでは伝わらないため、実際の資料を

示しながら説明すると分かりやすいことに

気付かせる。 

 

・「なぜそう考えたのか」と理由を付けて伝え

合いが行われるように指導する。 

・発表者の一人は話し合いの内容をメモし、ど

んな話し合いが行われたか記録するように

する。 

 

・「どうしてそう考えたのか」と問いかけ、情

景描写、色彩、オノマトペ、登場人物の心情

の変化に気付かせるようにする。 

◆「オツベルと象」を読んでまとめたなぞカー

ドを活用して、友達に思いや考えを伝えよ

うとしている。【態】☆発言・観察 

ま
と
め
（
５
分
） 

〇学習の振り返りをする。 

・めあてについて振り返る。 

・伝え合いを通して、考えが深まったり広がっ

たりしたことを振り返りカードに記入す

る。 

・一つの作品からいろいろな考え方を受け取

れることを確認する。 

◆友達と意見や感想を共有したことから、自

分の考えを広げている。【思】☆記述 

 

 

 

 

 

 

友達と意見や感想を共有して、自分の考えを広げよう。 



（３）具体的な児童の姿と、目標の実現を目指すための手だて 

十分満足できる（A） おおむね満足できる（B） 努力を要すると判断した児童（C）への具体的な手だて 

他の学習課題を選んだ児童

の交流を通して、自分の考えを

広げている。「もっと他の読み

方があるのではないか。」、「次

の発表では、自分は〇〇だけで

はなく△△にも注目したい。」

等、疑問点や次の学習に活かし

たいことを考えている。 

 他の学習課題を選んだ児童

の交流を通して、自分の考えと

比較している。これにより、「〇

〇さんの考えを聞いたら考え

が〇〇に変わった。」、「〇〇と

△△で悩んでいたけど、どちら

とも解釈できると感じた。」等、

考えを広げている。 

解釈に根拠をもてていない児童

には、「どうしてそう考えたのか」

と問いかけ、情景描写、色彩、オノ

マトペ、登場人物の心情の変化など

に気付かせるようにする。 



（４）修正した本時の展開 

 〇学習活動 ・指導上の留意点 ◆評価規準 ☆評価方法 

導
入
（
５
分
） 

〇学習の流れを確認する 

 

 

 

 

 

・本時の学習のめあてや、流れを確認する。 

・本時で扱う作品のあらすじを確認する。 

 

 

 

 

展
開
（
３
５
分
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・宮沢賢治の他の作品の「オツベルと象」を読ん

で見出した学習課題とその解釈について、な

ぞカードを使って、各グループで発表する。 

 

・発表を聞いたグループで、「その解釈に納得で

きるか」「他の考え方はないか」を視点に考え

たことを伝え合う。 

 

・発表をした人はグループに残り、発表で伝わ

らなかったことを補足する。 

 

・発表グループが移動し、伝え合いを行う。 

 

 

 

 

 

・「自分ならどう考えるか」を考えながら聞くよ

うに指導する。 

・言葉だけでは伝わらないため、実際の資料を

示しながら説明すると分かりやすいことに

気付かせる。 

 

・「なぜそう考えたのか」と理由を付けて伝え合

いが行われるように指導する。 

・発表者の一人は話し合いの内容をメモし、ど

んな話し合いが行われたか記録するように

する。 

・「どうしてそう考えたのか」と問いかけ、情景

描写、色彩、オノマトペ、登場人物の心情の

変化に気付かせるようにする。 

◆「オツベルと象」を読んでまとめたなぞカー

ドを活用して、友達に思いや考えを伝えよう

としている。【態】☆発言・観察 

 

 

 

 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

〇学習の振り返り 

・めあてについて振り返る。 

 

・伝え合いを通して、考えが深まったり広がっ

たりしたことを振り返りカードに記入する。 

・一つの作品からいろいろな考え方を受け取れ

ることを確認する。 

◆友達と意見や感想を共有したことから、自分

の考えを広げている。【思】☆記述 

友達と意見や感想を共有して、自分の考えを広げよう。 

何に気を付けるか、意見を発表させて本時のめあ
てを立てていけるとよい。 

伝え合い（学び合い） 

・時間をじっくりとる。（全グループの発表はいらない） 

・児童が主体の学習 ・質問ではなく意見を言わせていきたい。 

発表について 

・短く分かりやすく発表する。 

 →前時でしっかり話せるように指導しておく。 

・視聴者が発表に興味をもつように、三 

・択クイズなどを取り入れていくのもよい。 

・発表が分からないとき 

 →シンプルに問いに戻る（問いを変える） 

読みの根拠 
・本文 ・自分の経験  
・作者の人生 ・他の作品 



８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

９ 机間指導の目的（◎）と教師の声掛け（・） 

◎発表がうまくいくように 

・ 実際の資料を示しながら説明するとよいです。 

◎発表に解釈の根拠をもたせ、情景描写、色彩、オノマトペ、登場人物の心情の変化に気付かせる 

・ どうしてそう考えましたか。 

◎友達の意見を聞き取るために 

・ 「自分ならどう考えるか」を考えながら聞きましょう。 

◎価値ある対話ができているとき 

・ 「なぜそう考えたのか」をしっかりと理由付けできていますね。  

や
ま
な
し 

 
 

 

宮
沢
賢
治 

作 
友
達
と
意
見
や
感
想
を
交
流
し
て
、 

自
分
の
考
え
を
広
げ
よ
う
。 

 

学
習
の
流
れ
の
確
認 

・
発
表 

 
 

 
 

 
 

・
伝
え
合
い       

 

・
振
り
返
り 

賢
治
の
不
思
議
発
見
！ 

～
作
品
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
～ 



１０ 資料 なぞカードの作例 

 


